
一
子
ど
も
の
し

つ
け
は
小
さ

い
 

う
ち
に
習
慣
づ

け
ま
し
ょ

う
 

小
学
校
へ
就
学
す
る
前
は
、
大
人
の
い
い
つ
け
に
 

素
直
に
従
う
時
期
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

1
、
道
路
を
横
切
る
と
き
、
右
左
を
見
る
 

2
、
遊
び
に
ゆ
く
と
き
、
行
先
を
知
ら
せ
る
 

3
、
自
分
の
し
た
こ
と
の
、
あ
と
か
た
づ
け
を
す
 

る
 

4
、
こ
と
ば
づ
か
い
に
気
を
つ
け
る
 

子は親のかがみ 

子どもをすこやかに育てるには 

広
 

市
 

原
 

と~ 

雪鷺乙う審旨 

（青森県） 五 所 

'
 

三
た
び
市
長
に
な
っ
た
佐
々

木
市
長
は
、
今
年
度
の
施
繁

”
 

針
と
そ
れ
に
の
ぞ
む
姿
勢
を
次

の
よ
う
に
話
し
、
さ
る
四
月
の

定
例
議
会
に
、
昨
年
度
に
比
べ

二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
十
四

億
六
千
万
円
を
計
上
し
、
町
づ
 

の
た
め
の
総
合
的
見
地
か
 

ら
の
開
発
を
 

す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

こ
れ
ま
で

の
荒
削
り
的

布
石
と
さ
れ

て
い
る
施
策

の
上
に
今
後

は
、
そ
れ
ら

を
基
調
と
し

た
第
二
次
開

発
計
画
を
し
 

て
ゆ
く
方
針

で
、
現
場
第

一
主
義
と
ス

ピ
ー
ド
化
を

ね
ら
い
、
ネ

ク
タ
イ
の
な

い
行
政
（
き

ど
ら
な
い
行

政
）
 の
推
進
 

麟
麟
 

を
強
調
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
と
く
に
人
間
基
本
の

行
政
を
力
説
し
、
民
生
の
安
定

教
育
文
化
の
向
上
を
力
説
、
う

る
お
い
の
あ
る
情
緒
豊
か
な
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

公
約
と
し
て
か
か
げ
た
四
本

の
柱
を
中
心
に
、
そ
の
重
要
施

策
を
発
表
、
市
民

一
人
一
人
の

し
あ
わ
せ
を
守
る
キ
メ
細
か
な

市
政
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
し

あ
わ

せ

を
高
め
る
 

行
財
政
と
民
生
の
安
定
か
ら

ま
ず
減
税
の
実
施
、
公
営
住
宅

の
建
設
、
消
防
力
の
強
化
、
行

政
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
保
健
衛

生
の
充
実
、
交
通
安
全
思
想
の

普
及
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
つ
 

．と
め
て
、
市
民
の
利
便
と
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

産
業
経

済
の
振
興
 

米
と
り
ん
ご
を
守
る
た
め
に

農
業
経
営
を
積
極
的
に
保
護
育

成
す
る
施
策
を
と
る
と
と
も
に

出
稼
ぎ
対
策
、
企
業
誘
致
の
推

進
、
商
工
業
の
振
興
に
務
め
、
 

と
く
に
、
国
立
総
合
訓
練
所
の

設
置
に
と
も
な
い
、
若
年
労
働

者
の
技
能
養
成
に
積
極
的
に
取

り
く
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

教
育
文
化
の

向
上
 

さ
き
の
学
園
都
市
宣
言
を
き

っ
か
け
に
、
教
育
水
準
の
向
上

と
施
設
の
充
実
を
は
か
り
、
幼

児
教
育
施
設
の
充
実
、
東
小
学

校
、
団
地
小
学
校
、
第
二
、
第

三
中
学
校
の
建
設
な
ど
を
推
し

進
め
る
。
さ
ら
に
社
会
教
育
面

で
は
、
働
く
青
少
年
の
た
め
の

社
会
教
育
施
設
や
、
三
道
会
館

公
認
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
な
ど
を

は
じ
め
、
指
導
者
の
養
成
、
確

保
に
つ
と
め
て
、
情
緒
あ
る
人

づ
く
り
を
ね
が
っ
て
い
ま
す
。
 

大
五

所
川
原
の

建
設
 

西
北
二
十
余
万
の
中
心
的
都

市
と
し
て
発
展
を
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
、
都
市
施
設
の
充
実
 
 

は
、
駅
裏
開
発
な
ど
計
画
的
な

市
街
地
拡
大
を
は
か
る
と
と
も

に
、
モ
デ
ル
的
道
路
整
備
、
建

設
を
す
す
め
る
。
 

さ
ら
に
は
、
県
民
の
森
、
青

年
の
道
、
狼
野
長
根
、
フ
ラ
ワ
 

年
た
増
加
す
る
出
稼
ぎ
に
対

処
し
て
、
市
で
は
こ
の
た
び
の

人
事
異
動
に
よ
り
、
新
た
に
出

稼
ぎ
対
策
室
を
市
民
相
談
室
に

つ
く
り
、
室
長
に
外
崎
誠

一
を

任
命
し
ま
し
た
。
 

当
市
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
は
推

定
六
千
人
と
い
わ
れ
、
夏
型
冬

型
が
あ
り
、
二
世
帯
に

一
人
の

割
合
で
出
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
出
稼
ぎ
に
よ
る
所
得
も

増
大
し
、
農
業
所
得
に
迫
る
も

の
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
反

面
、
そ
の
弊
害
も
多
く
発
生
し

マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
す
問
題
が

起
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
う
し
た
出
稼
ぎ

の
諸
問
題
が
起
ら
な
い
よ
う
、
 

明
る
い
出
稼
ぎ
を
目
標
に
出
稼

ぎ
の
総
合
対
策
を
考
え
て
設
置

し
ま
し
た
。
 

業
務
内
容
は
、
出
稼
ぎ
の
実

態
調
査
、
職
業
安
定
所
な
ら
び

に
現
地
と
留
守
家
庭
と
の
連
絡

等
を
す
る
、
い
わ
ば
パ
イ
プ
役

か
ら
、
出
稼
ぎ
者
に
よ
る
出
稼

ぎ
協
会
の
組
織
化
を
し
て
互
い

の
連
絡
、
助
け
あ
い
を
推
進
す

る
予
定
で
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
発
生
し

た
問
題
の
解
決
策
ば
か
り
で
な

く
、
よ
り
積
極
的
に
と
り
組
む
 
 

ー
セ
ン
タ
ー
、
不
動
公
園
な
ど

観
光
施
設
の
整
備
、
拡
充
を
促

進
し
、
広
域
行
政
の
中
心
的
役

割
を
果
し
、
将
来
の
大
五
所
川

原
市
建
設
の
基
盤
を
築
い
て
ゆ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

味
で
も
抜
本
的
な
、
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
や
が
て

組
織
化
さ
れ
る
協
会
の
も
つ
意

義
は
大
き
い
も
の
と
な
り
ま
し

ょ
う
。
出
稼
ぎ
者
皆
さ
ん
の
自

覚
と
ご
協
力
を
期
待
し
、
対
策

室
の
利
用
を
望
ん
で
い
ま
す
。
 

事
務
室
は
、
市
民
相
談
室
に

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

六
月
一
日
現

在
で
選
挙
人
名

簿
を
調
製
し
ま

す
か
ら
、
今
迄

選
挙
人
名
簿
か

ら
脱
落
し
て
い

た
人
や
、
こ
れ

か
ら
新
し
く
取

得
さ
れ
る
次
の

人
は
至
急
申
し

出
て
下
さ
い
。
 

◇
昭
和
二
十
四
年
六
月
二
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
 

◇
本
年
三
月
一
日
以
前
か
ら
 

当
市
に
居
住
し
て
い
る
人

◇
申
出
期
限
は
六
月
二
日
で
 

す
 

◇
縦
覧
期
間
は
六
月
八
日
か

ら
十
四
日
ま
で
の
七
日
間

で
す
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
選
挙
 

管
理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
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出
稼
ぎ
対
策
室
を
設

置
し

ま
し
た
 

新しく選挙権を 

取得される人に 

姿
勢
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意
 
く
だ

さ
い
。「

 



当
市
を
中
心
に

一
市
四
町
三

か
村
で
運
営
さ
れ
る
「
西
北
五

ゴ
ミ
焼
却
場
」
の
建
設
工
事
は

さ
る
四
月
か
ら
着
工
、
明
春
五

月
本
格
的
操
業
に
は
い
る
こ
と

に
な
ゲ
ま
し
た
。
 

衛
生
処
理
場
に
続
く
広
域
事

業
で
、
衛
生
健
康
都
市
実
現
に

前
進
し
て
い
ま
す
。
総
工
費

一

億
三
千
万
円
、
 一
日
六
十
ト
ン

の
ゴ
ミ
を
焼
却
処
理
で
き
る
も

の
で
、
東
北
で
も
屈
指
の
施
設

と
な
り
ま
す
。
 

‘
 

ご
の
ゴ
ミ
焼
却
場
は
、
高
瀬

地
内
に
建
設
さ
れ
る
も
の
尺
 

十
ニ
月
か
ら

U
波
テ
 

レ
ビ
が
見
ら

れ
ま
す
 

新
し
く
青
森
テ
レ
ビ
が
設
立

さ
れ
、
こ
と
し
の
十
二
月
頃
、
 

馬
神
山
か
ら
U
H
F電
波
で
放

送
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
関
係
者
が
馬

神
山
の
現
地
に
趣
き
、
調
査
測

量
し
て
い
ょ
い
ょ
建
設
が
具
体

化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

坪
毛
沢
か
ら
馬
神
山

（
五
百

四
十
九
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
の
資

材
運
搬
道
路
の
建
設
、
電
気
・

電
話
施
設
な
ど
の
完
了
次
第
、
 

庁
舎
、
ァ
ン
テ
ナ
塔
の
建
設
が

な
さ
れ
て
十

一
月
中
に
は
試
験

電
波
を
出
す
予
定
で
す
。
 

こ
の
テ
レ
ビ
の
開
始
に
よ
っ

て
、
当
地
方
は
こ
れ
ま
で
の
1
 

・

3
・
5
チ
ヤ
ン
ネ
ル
の
外
、
 

い
ま
ー
つ
の
放
送
が
楽
し
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

い
ま
ま
で
の
テ
レ
ビ
で
U
H
 

F
放
送
を
受
信
す
る
た
め
に
は
 

U
H
F用
の
7
ン
テ
ナ
と
約
一

万
円
代
の
コ
ン
バ

ー
タ
ー
と
い

う
器
具
を
と
り
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

た
だ
、
こ
の
コ
ン
バ

ー
タ
ー
 

に
は
、
単
チ
ヤ
ン
ネ
ル
用
と
、
 

オ
ー
ル
チ
ヤ
ン
ネ
ル
用
が
あ
り
 

五
所
川
原
市
、
木
造
町
、
鶴
田

町
、
金
木
町
、
中
里
町
、
稲
垣

村
、
森
田
村
、
柏
村
が
加
入
し

て
い
ま
す
。
 

施
設
に
は
、
ば
い
煙
や
息
気

を
と
り
の
ぞ
く
公
害
防
止
装
置

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
公

害
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
こ
の
完
成
に
よ
っ
て
、
 

ゴ
・、
、
捨て
場
に
困
っ
て
い
た
当

市
に
と
っ
て
も
そ
の
恩
恵
は
大

き
く
、
街
路
、
河
川
の
美
観

環
境
整
備
に
も
大
き
な
役
割
を

果
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

ま
す
が
、
近
い
将
来
、

N
H
K
 

も

R
A
Rも
U
H
F電
波
に
替

わ
る
予
定
で
す
の
で
コ
ン
バ
ー
 

タ
ー
を
と
り
つ
け
る
場
合
は
オ
 

ー
ル
チ
ヤ
ン
ネ
ル
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
 

ま
た
新
し
く
テ
レ
ビ
を
買
い

か
え
る
場
合
は
、
オ
ー
ル
チ
ヤ

ン
ネ
ル
テ
レ
ビ
を
買
い
求
め
ら

れ
る
と
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 

電
気
器
具
店
と
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
馬
神
山
を
は
じ
め
、
 

中
山
山
脈
の
中
の
焚
珠
山
、
眺

望
山
が
県
民
の
森
と
し
て
県
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
り
ま
す
が

市
で
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き

発
珠
山
か
ら
青
年
の
道
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
し
、
営
林
局

県
で
も
遊
歩
道
ゃ
そ
の
他
の
施

設
の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
中
山
山
脈
の
雄
大
な

自
然
が
、
容
易
に
市
民
に
紹
介

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
t
よ
う
。
 

こ
と
し
の
 

行
政
連
絡
員
 

昭
和
四
十
四
年
度
の
市
行
政

連
絡
員
に
、
次
の
方
々
を
き
め
 

こ
の
程
、
辞
令
を
交
付
し
ま
し

た
。
 

〇
五
所
川
原
地
区
 

木
村
久
造
（
錦
町
）
、
岩
谷

善

一
（
柏
原
町
）
（
気
田
勝
治
 

（
上
平
井
町
）
、
船
田
鉄
雄
（
 

平
井
町
）
、
鶴
谷
良
吉
（
中
平
 

井
町
）
、
寺
田
三
次
郎
（
下
平

井
町
）
、
工
藤
正
美

（
さ
つ
き

町
）
、
工
藤
次
栄

（
敷
島
町
）
 

井
沢
柾
雄
（東
雲
町
）
、外
崎
源

次
郎
（
旭
町
）
、
石
井
柾
次
郎
 

（大
町
）
、
福
士
孝

一
（
寺
町

岩
木
町
）
、
小
山
田
鳳
隆
（
末

広
新
宮
町

）
、
小
野
清
茂

（
 

末
広
町
）
、
黒
滝
嘉

一
郎
（
布

屋
町
）
、
伊
香
常
雄
（
本
町
）
 

高
橋
武
一
（
東
町
）
、
秋
元
滝

太
郎
（
弥
生
町
）
、
寺
田
秋
栄
 

（鎌
谷
町
）
、
斎
藤
次
郎
（
第

一
柳
町
）
、
高
橋
賢
次
郎
（
第

二
柳
町
）
、
金
沢
定
雄
（
成
田

町
）
、
小
田
桐
留
八
（
元
町
）
 

唐
牛
行
雄
（
新
町
）
、
藤
田
謙

太
郎
（
田
町
）
、
福
士
周
蔵

（
 

栄
町
）
、
小
田
桐
惣
市
（
田
園

調
布
）
、
前
田
貢
（
十
川
町
）
 

近
藤
久
作
（
平
和
町
）
、
今
勝

司
（
千
鳥
町
）
、
成
田
平
司
（
 

雛
田
町
）
、
三
浦
行

一
（小
曲
）
 

（
幾島
町
、
川
端
町
は
未
定
）
 

〇
七
和
地
区
 

堀
内
金
右

工
門
、
福
士
信
悦

福
士
光
男
（
高
野
）
、
今
多
作

新
谷
啓

一
（
前
田
野
目
）
、
三

上
行
夫
（
持
子
沢
）
、
松
山
与

四
郎
（
羽
野
木
沢
）
、
松
山
与

五
郎
、
伊
藤
定
雄

（
原
子
）
、
 

三
上
庸
一
 （
俵
元
）
。
 

〇
長
橋
地
区
 

秋
田
善
吉
（
浅
井
）
、
石
岡

永
作
、
石
岡
善

一
（
福
山
）
、
 

須
藤
喜

一
郎
（
杉
派
立
）
、
須

藤
留
四
郎
（
野
里
）
、
成
田
秀

四
郎
（
神
山
）
、
長
尾
豊
作
（
 

松
野
木
）
、
工
藤
東
太
郎
（
福

泉
）
、
石
岡
治
男
（
若
山
）
、
 

横
島
岩
太
郎
（
石
田
坂
）
、
中

山
幸

一
（
戸
沢
）
、
中
川
一
三
 

（
豊成
）
。
 

．〇
梅
沢
地
区
 

前
田
勝
雄

（
上
梅
田
）
、
神

喜
三
郎
（
中
梅
田
）
、
前
田
勝

美
（
下
梅
田
）
、
小
山
内
勘
三

郎
、
成
田
富
雄
（
中
泉
）
。
 

〇
栄
地
区
 

平
山
千
代
吉
、
平
山
慶
士
？
(
 
 湊

）
、
木
村
太
郎
（
姥
や
ち
）
 

藤
田
清
次
郎
（
猫
淵
）
、
坂
本

軍
悦
郎
（
三
ッ
谷
）
、
山
田
武

雄
、
山
内
惣
馬
太
郎
（
稲
実
）
 

毛
内
金
五
郎
、
山
田
俊
雄
（
広

田
）
、
成
田
酉
蔵
、
斎
藤
茂
直
 

（
七
ッ
館
）
。
 

〇
松
島
地
区
 

毛
内
幸
次
郎
（
吹
畑
）
、
新

井
雄

】
（
唐
笠
柳
）
、
寺
田
市

太
郎
（
石
岡
）
、
高
橋
定
義
、
 

須
藤
己
之
松
（
水
野
尾
）
、
高

谷
作
次
郎
（
漆
川
）
、
新
谷
良

一
、
伊
藤
角
石
衛
門
（
太
刀
打
 

）
、
三
浦
柾
市
、
小
野
千
代
造

小
野
徳
右
衛
門
（

一
野
坪
）
、
 

高
橋
義
正
（
馬
性
）
、
外
崎
武

美
、
工
藤
武
雄
、
渋
谷
武
則
、
 

平
山
茂
雄
（
金
山
）
、

対
馬
国

雄
（
米
田
）
、
猪
口
柾
太
郎
（
 

二
本
柳
）
、
木
村
昂

一
、
木
村

佳
一
、
工
藤
房
一
、
笠
井
良
一
 

（
松
島
町
）
。
 

〇
飯
詰
地
区
 

前
田
勘
四
郎
（
坂
の
上
南
新
 

）
、
和
島
豊
吉
（
北
新
中
町
）
 

前
田
惣
作
（
新
町
大
町
）
、
横

山
柾
吉
（
伝
助
町
下
町
）
、
平

山
熊
三
郎
（
上
町
寺
町
）
、
其

田
豊

一
 
（大
正
町
大
日
町
）
、
 

竹
林
誠
逸
（
南
下
中
下
）
、
葛

西
兵
市
（
長
坂
味
噌
ケ
沢
）
、
 

其
田
良
逸
（
東
岩
崎
西
岩
崎
）
 

坂
本
四
郎
（
曙
町
）
、
木
田
茂

作
（
興
隆
朝
日
）
、
浜
館
馨
（
 

五
本
松
北
下
）
、
田
中
正
雄
（
 

下
村
）
。
 

〇
中
川
地
区
 

藤
森
作
太
郎
、
秋
田
雄
策
、
 

松
沢
吉
太
郎
（
川
山
）
、
秋
田

兼
吉
（
沖
飯
詰
）
、
笠
井
敏
吉
 

（
桜
田
）
、
館
山
忠
太
郎
（
中

泊
）
、
奈
良
岡
賢

一
（
種
井
）
 

山
形
弥
次
郎
（
田
川
）
、
原
定

五
郎
（
新
宮
）
、
斎
藤
永
蔵

（
 

長
橋
）
。
 

〇
毘
沙
門
地
区
 

北
川
光
男
、
太
田
藤
太
郎
、
 

成
田
誠

一
、
山
口
吉
太
郎
、
山

口
繁
雄
（
毘
沙
門
）
、
古
川
武

松
（
上
長
富
）
、
猿
賀
金
蔵

（
 

中
長
富
）
、
高
橋
俊

一
郎
（
下

長
富
）
。
 

〇
」
戸
地
区
 

開
米
賢
作
、
開
米
三
吉
、
小

林
一
二
三
（
鶴
ケ
岡
）
、
 一
戸

良
秋
、
木
村
礼
吉
、

工
藤
直
四

郎
、
佐
藤
又
止
郎
（
藻
川
）
、
 

三
浦
正
毅

（
高
瀬
）
、
小
笠
原

清
衛

（
福
井
）
。
 



一
 
市
庁

舎
建

設

地
質

調

査

終
る
 

（かつては、大火後の更生街もありましたが・・・） 

四
月
末
か
ら

ボ
ー
リ
ン
グ
を

し
て
、
地
質
調

査
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
さ
る

九
日
完
了
し
、
 

今
月
中
に
そ
の

結
果
が
わ
か
る

こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
庁
舎
は

お
よ
そ
三
億
五

千
万
円
の
予
算

で
建
設
さ
れ
ま
 

円
の
調査
費
を
 
驚
麟
 

鍵
籍

嚢
麟
 

難
麟
響
難
）
瞬
 

事
薙

麟
《
難
難
 

適
材
を
適
所
に
人
事
異
動
発
令
 

柔
道
、
剣
道

弓
道
を
愛
好
す

る
方
達
に
と
っ

て
、
待
ち
こ
が

れ
て
い
た
三
道

会
館
は
、
い
よ

い
ょ
建
築
に
着

手
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
お

よ
そ
七
百
万
円

余
り
の
予
算
を
 

見
込
ん
で
、
こ
の
ほ
ど
入
札

（
 

高
杉
建
設
）
を
終
え
ま
し
た
が

七
月
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

工
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
 

ま
た
県
と
の
合
同
庁
舎
建
設

計
画
が
な
さ
れ
、
国
や
県
の
出

先
機
関
を
岩
木
町
、
柳
町

一
帯

に
集
中
し
て
行
政
セ
ン
タ
ー
と

し
て
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
ま
す
。
 

市
庁
舎
の
建
設
計
画
に
よ
る

と
、
建
設
地
は
現
庁
舎
の
あ
る

空
間
地
帯
で
、
こ
の
た
び
の
地

質
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
何
階

建
て
と
す
る
か
き
ま
り
ま
す
が

鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
の
立

派
な
も
の
に
な
る
予
定
で
す
。
 

⑧
 

こ
と
し
の
新
採
用

市
職
員
 

公
募
の
う
ち
か
ら
次
の
十
五
 

会
館
は
、
旧
五

一
中
校
舎
の

一
部
を
改
装
建
築
す
る
も
の
で

三
道
場
を
備
え
た
と
い
う
こ
と

で
は
、
県
下
で
は
は
じ
め
て
で

す
。
 

こ
の
運
営
は
市
教
育
委
員
会

と
体
育
協
会
が
当
る
予
定
で
す

が
、
こ
の
中
に
は
各
ス
ポ

ー
ツ

協
会
の
事
務
所
や
合
宿
舎
も
設

け
る
予
定
で
い
ま
す
。
ど
く
に

青
少
年
の
体
位
向
上
に
力
を
入

れ
る
方
針
で
、
開
放
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、
利
用
を
望

ん
で
い
ま
す
。
 

名
を
採
用
し
、
五
月
一
日
付
で

つ
ぎ
の
と
お
り
配
置
し
ま
し
た
 

消
防
署
 

ク
 

水
道
課
 
野
 
呂
 

会
計
課
 
川
 
浪
 
マ
チ
子

保
衛
課
 
前
 
田
 
礼
 
子
 

市
で
は
、
五
月
一
日
付
で
、
 

総
数
八
十
名
以
上
に
の
ぼ
る
人

事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
 

紙
面
の
都
合
で
課
長
補
佐
級

以
上
（

一
部
係
長
級
）
を
掲
載

し
ま
す
。
 

カ
ッ
コ
内
は
旧
職
 

◇
企
画
総
務
課
 

主
査
島
谷
清
八
郎
（
給
食

セ

ン
タ
ー
所
長
）
、
主
査
佐
藤

昌

一
（
都
計
課
長
補
佐
）
、
 

市
民
相
談
室
長
野
呂
武
夫
（
 

税
務
課
長
補
佐
）
、
出
稼
対

策
室
長
外
崎
誠

一
（
秘
書
係

長
）
。
 

◇
税
務
課
 

課
長
補
佐
島
田
克
孝
（
市
民

課
長
補
佐
）
 

◇
市
民
課
 

課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長
荒
谷

初
三
（
住
宅
係
長
）
 

◇
保
険
衛
生
課
 

課
長
今
実
（
都
計
課
長
）
、
 

主
査

小
山
内
倹
二
 
（
消
防

署
）
。
 

◇
都
市
計
画
課
 

課
長
長
内
正
明
（
企
画
総
務

課
主
査
）
、
課
長
補
佐
逆
瀬

川
清
巳
（
団
地
管
理
事
務
所

次
長
）
。
 

◇
会
計
課
 

課
長
山
田
芳
裕
（
同
心
得
）
 

◇
農
林
商
工
課
 

課
長
長
尾
政
雄
（
同
主
査
）
 

課
長
補
佐
三
上
敏

一
（
七
和

支
所
長
）
 

◇
教
育
委
員
会
 

中
央
公
民
館
長
山
川
実
（
保

険
衛
生
課
長
）
 

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
心
得
木

村
誠

一
（
毘
沙
門

出
張
所

長
）
 

◇
支
所
 

七
和
支
所
長
堀
内
秀
城
（
高

等
看
護
学
院
事
務
管
理
者
）
 

松
島
支
所
長
兼
務
藤
田
藤
太

郎

（
管
理事
務
所
長
心
得
）
 

長
橋
支
所
長
心
得
渋
谷
俊

】
 

（教
委
総
務
係
長
）
 

毘
沙
門
出
張
所
長
心
得
川
村

勇
蔵

（同
主
事
）
 

◇
高
等
看
護
学
院
事
務
管
理
者
 
 

心
得
阿
部
昭
雄
（
西
北
中
央

病
院
庶
務
係
長
）
 

◇
市
民
文
化
会
館
次
長
心
得

鳴
海
重
雄

（
広
報
係
長
）
 

◇
消
防
本
部
・
署
 

消
防
長
沢
田
長
三
郎
（
同
心

得
）
、
署
長
対
馬
義
勝

（
本

部
次
長
）
、
本
部
次
長
山
上

惇

（
庶
務
係
長
）
。
 

交
通
安
全
対
策
室
長
兼
防

災
対
策
室
長
木
村
竜
麿
、
交

通
安
全
対
策
室
次
長
盛
武
司
 

（
市
民
相
談
室
長
）
、
防
災

対
策
室
次
長
原
孜
、
消
防
署

副
長
久
末

武
義
（
同
隊

長
 

）
、
同
副
長
長
内
勝
雄
（
同

隊
長
）
、
専
任
隊
長
宮
崎
柾

義
（
同
隊
長
）
。
 

福
祉
年
金
定
時
所

得
状
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
 

老
令

・
障
害
・
母
子
福
祉
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

毎
年
六
月
中
に
、
定
時
所
得
状

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
、
今
年

度
も
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
か

ど
う
か
を
決
定
す
る
大
切
な
も

の
で
す
か
ら
、
お
忘
れ
な
く
保

険
衛
生
課
、
国
民
年
金
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
、
 

持
参
す
る
も
の
 

国
民
年
金
証
書
 

提
出
期
限
 

六
月
十
四
日
 

病
院
の

面
会
時
間

を

守
っ
て
く
だ
さ
い
 

西
北
中
央
病
院
の
面
会
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の

頃
、
こ
の
時
間
が
守
ら
れ
な
い

た
め
、
治
療
に
さ
し
つ
か
え
る

な
ど
迷
惑
し
て
い
ま
す
。
面
会

時
間
は
午
後

一
時
か
ら
七
時
ま

で
で
す
か
ら
ご
面
会
の
方
は
こ

の
時
間
内
に
お
出
で
に
な
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
時
間
外
の

ご
面
会
は
固
く
お
断
り
申
し
あ

げ
ま
す

の
で
ご

了
承

く
だ

さ
 

い
。
 

三道維へ着手ク 

吉藤秋黒相奥山三中工工工 

田 田庭滝馬瀬上上田藤藤藤 

久 新孝孝金 康富義幸一修 
士 

子 一一樹光一二雄博逸明次晃 



当
ど

け
後
は

例
年
の

ご
と
く

ゴ
ミ
や

ド
ロ
が

町
に
あ

ふ
れ
当

市
を
訪

れ
る
人

ポ
 

は
そ
の
 

汚
な
さ
 

」』
」
怒
 

机
 
た

と
い
 

き
 
う
の
も

を
 
今
は
昔

町
 

の
こ
と

昨
年
度
か
ら

市

長
陣
頭
指
揮
で

は
じ
め
ら
れ
た

美
化
運
動
は
効

を
奏
し
、
雪
消

え
と
同
時
に
、
 

市
民
は
自

発
的

に
清
掃
を

は
じ

め
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
市
の
機

動
力
も
応
援
参

加
四
月
の
初
旬

と
下
旬
の

二
回

の
活
動
で
、

町

は
見
違
え

る
よ

う
に
美
し
く
た

り
ま
し
た
。
 

ま
た
緑

の
少

な
い
当
市
で
は

こ
れ
が
た
め

に

う
る
お
い
が
不

足
だ
と
い
わ
れ

て
な
ら
な
い
と

緑
を
植
え
る
運

動
が
各
町
内
毎

に
計
画
さ
れ
、
 

ド
ン
ド
ン
植
樹

が
行
な
わ
れ

て

い
ま
す
。
町
の

美
化
と
防
災
の

た
め
に
も
大
い

に
活
用
さ
れ
る

日
も
遠
く
な

い

で
し
ょ
う
。
 

．ド口ー掃と緑を植えこむ 

Iりり・岩本町フり11=A) 

難 轟難 
（大lIリ通りの下水ドロを一掃） 

舌繊露議響 
（松島町に緑を値える五農高l「） 

新
入
生

に
記
念
植

樹
苗
木
を
贈

る
 

恒
例
の
小
中
新
入
生
に
贈
る

苗
木
の
贈
呈
式
と
植

樹
が
こ
と

し
も
さ
る
四
月
五
所
川
原
第

一

中
学
校
で
、

佐
々
木
市
長
、

永

井
教
育
長
が

出
席
し
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
新
入
生
は
、
小
学

校
九
百
七
十
二
名
、
中
学
校
千

六
十
二
名
で
、

梅
百
七
十
本
、
 

桜
百
七
十
本
、
さ
つ
き
千
七
百

二
十
九
本
、
計
二
千
六
十
九
本

を
そ
れ
ぞ
れ

配
分
し

て
贈
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
ら
の
苗
木
は
、
校
庭
や

各
自
家
の
庭

に
植
え
ら
れ
、
子

ど
も
自
身
が
管
理

す
る
こ

と
に

よ
っ
て
、
豊
か
な
人
間
性
を
養

う
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
の
願

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

郵
便
貯

金
婦
人
 

モ
ニ
タ
ー
募
集
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
一

十
才
以
上
の
婦
人

モ
ニ
タ
ー
を

数
名
募
集
し

て
い
ま
す
。
任
務

は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年

1
1
1
 

回
）
 
の
ほ
か
、座
談
会
な
ど

の

行
事
に
参
加
す
る

も
の
で
、

応

募
者
は
、
官
製

ハ
ガ
キ
に
次

の

こ
と
を
か

い
て
、
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
五
所
川
原
郵
便
局

宛
差
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

住
所
 

番
号
 

氏
名
、
年
齢
、
職
業
 

夫
の
職
業
 

モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
 

応
募
の
動
機
、
ま
た
は

貯
蓄
に
関
す
る

感
想
を

簡
単
に
記
入
 

決
定
し
た
場
合
は
、
仙
台
郵

政
局
ょ

り
通
知
し
ま
す
c
 

一
 

い
よ
い
よ
田

圃
に
も
水
が
入

り
、
代
騒
き
、
 

田
植
え

の
頃
と

な
り
ま
し
た
。
 

例
年
、

こ
の
時

期
の
農
繁
期
か

ら
子
ど
も
の
水

死
事
故
が
多

く

発
生
し
て
い
ま

す
。
水
の
事
故
 

は
痛
ま
し
い
死
に

つ
な
が
り
ま

す
。
 

い
そ
が
し

い
仕
事
に
気

を
と

ら
れ
て
、
か
わ
い
い
子
ど
も
を

忘
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
の
で
部

落
内
で
季
節
保
育

所
の
開
設
か

共
同
で

子
守
の
人

を
た
の
む
な

ど
し

て
、
事
故
を
未
然
に
防
止

し
て
く
だ
さ
い
。
 

海
上
保
安
学

校
 

普
通
科

学
生
募
集
 

◇
試
験
要
綱
 

1
第

一
次
試
験
 

六
月
二
十

二
日
（
月
）
 

2
近
く

の
試
験
地
 

青
森
市
 

3
修
学
年
数
 

六
か
月
 

4
入
学
資

格
 

昭
和

二
十
年
四
月
二
日
以
 

降
に
生
ま
れ

た
高
校
卒

以
上
 

の
男
子
 

5
待
遇
 

①
入
学
中
は
ニ

万
八
〇
〇
円
 

が
支
給
さ

れ
ま
す
 

②
卒
業
後

は
主
と
し
て
巡
視

船
に
乗
船
 

⑧
本
俸

二
万
六
千
二
百

四
十
 

五
円
、
諸
手
当
約
五
千
五
 

百
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
 

6
受
付
期
間
 

五
月
十
日
か
ら

五
月
二
十

八
日
ま
で
 

な
お
詳
細

に
つ
い
て
は
、
返

信
用
十
五

円
切
手

同
封
の

う
え
 

左
記

（
ご
照
会
く
だ

さ
い
。
 

青
森
市
本

町
四
丁
目

一
 

青
森
海
上
保
安
部
 

子どもの水死事故 

をなく しましよう 


